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特別記事

金
子
芳
樹
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

一
　
本
論
文
の
目
的
と
意
義

　
本
論
文
は
、
マ
レ
ー
系
人
（
人
口
の
五
九
・
三
％
）
、
華
僑
・
華
人
（
人

口
の
三
一
・
七
％
）
、
イ
ン
ド
系
人
（
人
口
の
八
・
四
％
）
と
い
う
三
つ
の

異
な
る
民
族
集
団
か
ら
な
る
典
型
的
な
多
民
族
国
家
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
い

て
、
相
対
的
に
強
い
経
済
力
を
有
す
る
一
方
相
対
的
に
弱
い
政
治
的
立
場

に
あ
る
華
僑
・
華
人
の
政
治
集
団
に
焦
点
を
あ
て
て
．
そ
の
「
構
造
と
動

態
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
、
イ
ギ
リ

ス
植
民
統
治
下
の
華
僑
移
民
社
会
の
政
治
化
か
ら
説
き
起
し
、
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
華
人
政
治
集
団
の
結
成
、
マ
レ
ー
人
政
治
集
団
と
の
対
立
と

協
調
、
一
九
五
七
年
の
マ
ラ
ヤ
連
邦
の
独
立
、
華
人
政
治
集
団
の
保
守
と

革
新
へ
の
分
極
化
を
経
て
、
一
九
六
九
年
五
月
＝
二
日
の
「
人
種
暴
動
」

に
至
る
ま
で
の
政
治
過
程
を
歴
史
的
に
分
析
し
て
い
る
。
こ
の
歴
史
的
分

析
に
お
い
て
、
筆
者
は
、
マ
ラ
ヤ
の
政
治
に
は
比
較
的
に
無
関
心
で
あ
っ

た
華
僑
・
華
人
が
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
マ
ラ
ヤ
の
独
立
に
向
う
過
程

で
、
「
マ
ラ
ヤ
の
華
人
」
と
し
て
の
政
治
意
識
に
め
ざ
め
、
保
守
と
革
新

を
含
め
て
マ
ラ
ヤ
の
政
治
に
積
極
的
に
関
与
し
て
い
っ
た
過
程
を
、
華
人

社
会
内
部
の
政
治
対
立
に
即
し
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
．
「
人
種
暴
動
」

の
の
ち
マ
レ
ー
人
の
政
治
的
優
位
が
強
化
さ
れ
、
華
人
の
政
治
的
地
位
は

低
下
し
つ
』
あ
る
が
、
著
者
は
本
論
文
で
、
華
人
が
最
も
政
治
に
積
極

的
で
あ
っ
た
第
二
次
世
界
大
戦
後
か
ら
一
九
六
九
年
に
至
る
時
期
に
焦

点
を
あ
て
マ
レ
ー
シ
ア
の
華
人
政
治
の
　
「
構
造
と
変
動
」
に
迫
っ
て
い

る
。　
こ
の
時
期
は
、
三
つ
の
民
族
集
団
の
多
様
な
政
治
的
立
場
を
反
映
し
た

政
治
集
団
が
噴
出
し
、
そ
の
協
調
と
対
立
が
マ
レ
ー
シ
ア
の
政
治
過
程
を

ゆ
る
が
し
た
時
期
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
意
味
で
、
マ
ラ
ヤ
、
そ
れ
を
引
つ

い
だ
マ
レ
ー
シ
ア
の
政
治
が
最
も
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
動
い
て
い
た
時
期
を

対
象
と
し
て
、
従
来
「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
・
イ
シ
ュ
ー
」
と
し
て
途
上
国
で

は
研
究
の
た
め
ら
わ
れ
て
き
た
民
族
問
題
．
と
り
わ
け
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
側

に
立
つ
華
僑
・
華
人
の
政
治
集
団
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の
「
構
造
と
変

動
」
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
た
意
義
は
大
き
い
。

　
こ
れ
ま
で
の
わ
が
国
の
マ
ラ
ヤ
・
マ
レ
ー
シ
ア
の
政
治
研
究
と
し
て
は
、

マ
レ
i
人
の
左
翼
民
族
主
義
運
動
に
焦
点
を
あ
て
た
長
井
信
一
の
研
究

（
『
現
代
マ
レ
ー
シ
ア
政
治
研
究
』
，
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
、
一
九
七
八
年
）

と
、
三
つ
の
民
族
の
言
語
、
宗
教
、
文
化
の
違
い
と
社
会
・
経
済
に
お
け

る
階
層
関
係
と
イ
デ
オ
・
ギ
ー
対
立
が
交
錯
す
る
政
治
的
過
程
を
分
析
し

た
萩
原
宣
之
の
研
究
（
『
マ
レ
ー
シ
ア
政
治
論
・
複
合
社
会
の
政
治
力
学
』
、

弘
文
堂
、
一
九
八
九
年
）
が
あ
る
が
、
本
論
文
は
、
華
僑
・
華
人
の
政
治

集
団
に
焦
点
を
あ
て
た
最
初
の
ま
と
ま
っ
た
研
究
で
あ
り
、
わ
が
国
の
マ

レ
ー
シ
ア
研
究
に
新
し
い
分
野
を
つ
け
加
え
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。
さ
ら
に
、
著
者
が
一
九
八
七
年
か
ら
九
〇
年
に
わ
た
る
マ
ラ
ヤ
大
学

留
学
中
フ
ィ
ー
ル
ド
・
サ
ー
ベ
イ
を
通
じ
て
マ
レ
ー
シ
ア
に
住
む
多
様
な
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人
々
の
政
治
意
義
に
ふ
れ
た
こ
と
、
と
く
に
華
人
の
う
っ
せ
き
し
た
深
層

心
理
に
ふ
れ
た
こ
と
が
本
論
文
の
執
筆
の
動
機
と
な
っ
た
こ
と
を
つ
け
加

え
て
お
き
た
い
。

　
　
二
　
構
成
と
内
容

　
本
論
文
の
構
成
は
次
の
如
く
な
っ
て
い
る
。

　
　
序
論

　
　
第
1
章
　
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
政
治
史
序
説
ー
独
立
達
成
に
至
る
統

　
　
　
　
　
　
合
と
分
裂

　
　
　
は
じ
め
に

　
　
　
第
1
節
移
民
の
過
程
と
初
期
の
集
団
結
成

　
　
　
第
2
節
英
植
民
地
統
治
と
中
国
政
治
情
勢
の
影
響
に
よ
る
初
期

　
　
　
　
　
　
　
の
政
治
化
（
一
九
〇
〇
ー
四
五
年
）

　
　
　
第
3
節
　
華
人
社
会
の
政
治
的
組
織
化
ー
M
C
A
の
結
成
（
一

　
　
　
　
　
　
　
九
四
二
ー
四
九
年
）

　
　
　
第
4
節
　
独
立
達
成
過
程
に
お
け
る
華
人
政
治
（
一
九
五
〇
ー
五

　
　
　
　
　
　
　
七
年
）

　
　
　
第
5
節
結
語
ー
独
立
達
成
に
至
る
華
人
社
会
の
結
合
と
分
裂

　
　
第
2
章
　
マ
レ
ー
シ
ア
独
立
憲
法
に
お
け
る
華
人
の
政
治
的
地
位
と

　
　
　
　
　
民
族
運
動

　
　
　
は
じ
め
に

　
　
　
第
1
節
　
マ
レ
ー
人
の
特
権
と
華
人
の
既
得
権
益

　
　
　
第
2
節
　
華
語
公
用
語
化
問
題
と
華
文
教
育
問
題

　
第
3
節
市
民
権
問
題

　
第
4
節
　
マ
ラ
ヤ
の
選
挙
制
度
と
華
人
の
政
治
参
加

　
第
5
節
　
結
語

第
3
章
　
独
立
後
の
華
人
政
治
に
お
け
る
路
線
対
立

　
　
　
　
　
l
M
C
A
の
内
部
分
裂
と
U
M
N
O
の
影
響
－

　
は
じ
め
に

　
第
1
節
　
憲
法
制
定
過
程
に
お
け
る
M
C
A
内
部
対
立

　
第
2
節
　
M
C
A
改
革
派
の
登
場
と
独
立
後
の
内
部
分
裂

　
第
3
節
　
五
九
年
の
「
連
盟
」
危
機
と
M
C
A
保
守
派
の
復
活

　
第
4
節
　
M
C
A
の
路
線
対
立
に
与
え
た
U
M
N
O
の
影
響

　
第
5
節
　
結
語

第
4
章
　
華
人
政
治
に
お
け
る
保
守
体
制
の
構
造
と
政
策

　
　
　
　
　
ー
六
〇
年
代
に
お
け
る
M
C
A
保
守
派
の
政
治

　
　
　
　
　
　
　
路
線
！

　
は
じ
め
に

　
第
1
節
　
華
人
保
守
体
制
の
構
造

　
第
2
節
　
華
人
保
守
体
制
の
政
治
思
想

　
第
3
節
　
華
人
保
守
体
制
の
経
済
政
策
と
華
人
社
会
の
経
済
発
展

　
第
4
節
華
人
保
守
体
制
の
言
語
・
教
育
政
策
と
華
人
社
会
の

　
　
　
　
　
対
応

　
第
5
節
　
結
語

第
5
章
　
華
人
系
野
党
勢
力
の
形
成
と
台
頭
ω

　
　
　
　
　
ー
マ
レ
ー
シ
ア
労
働
党
の
政
治
路
線
と
そ
の
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は
じ
め
に

　
第
1
節

　
第
2
節

　
第
3
節

　
第
4
節

　
第
5
節

第
6
章

変
容
ー

　
左
翼
政
治
運
動
の
系
譜

　
労
働
党
の
結
成
と
そ
の
政
治
理
念

　
華
人
の
政
治
参
加
の
拡
大
と
党
内

　
党
内
の
路
線
対
立
と
分
裂

　
結
語

華
人
系
野
党
勢
力
の
形
成
と
台
頭
㈲

「
華
文
派
」
の
台
頭

　
　
　
　
　
ー
華
人
系
諸
野
党
の
政
治
路
線
と
そ
の
影
響
ー

　
は
じ
め
に

　
第
1
節
P
P
P
及
び
U
D
P
の
成
立
と
政
治
路
線

　
第
2
節
　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
合
併
と
「
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
マ
レ
ー

　
　
　
　
　
シ
ア
」

　
第
3
節
D
A
P
及
び
グ
ラ
カ
ン
の
政
治
路
線
と
華
人
社
会
へ
の

　
　
　
　
　
影
響

　
第
4
節
　
華
人
系
諸
野
党
間
の
協
調
と
対
立

　
第
5
節
　
結
語
－
一
九
六
九
年
選
挙
の
結
果

第
7
章
　
一
九
六
九
年
「
人
種
暴
動
」
の
実
態
と
そ
の
政
治
的
意
義

　
は
じ
め
に

　
第
1
節
　
「
人
種
暴
動
」
勃
発
の
経
緯

　
第
2
節
　
「
人
種
暴
動
」
の
実
態
と
華
人
の
認
識

　
第
3
節
　
「
人
種
暴
動
」
後
の
新
体
制
の
確
立
と
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政

　
　
　
　
　
策
の
策
定

　
第
4
節
　
「
人
種
暴
動
」

　
第
5
節
　
結
語

第
8
章
　
結
論

主
要
参
考
文
献

後
の
華
人
の
対
応

　
先
ず
第
1
章
の
第
1
節
に
お
い
て
は
，
イ
ギ
リ
ス
に
よ
る
マ
ラ
ヤ
半
島

の
植
民
地
開
発
に
必
要
な
労
働
力
と
し
て
、
中
国
南
部
か
ら
三
つ
の
時
期

に
分
れ
て
華
僑
が
マ
ラ
ヤ
半
島
に
移
民
し
た
こ
と
か
ら
書
き
起
し
て
い
る
。

第
【
の
時
期
は
一
九
世
紀
前
半
の
ペ
ナ
ン
、
マ
ラ
ッ
カ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

の
開
発
、
第
二
の
時
期
は
、
一
九
世
紀
後
半
の
錫
鉱
山
の
開
発
、
第
三
の

時
期
は
、
今
世
紀
に
入
っ
て
か
ら
の
天
然
ゴ
ム
の
開
発
の
時
期
で
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
華
僑
の
初
期
移
民
の
な
か
に
は
、
マ
レ
ー
文
化
に
と
け
こ
も
う
と

し
た
「
バ
バ
」
と
呼
ぽ
れ
る
人
々
も
い
た
が
、
多
数
は
、
出
身
地
ご
と
の

パ
ソ
「
轄
」
で
ま
と
ま
り
、
「
会
館
」
や
「
会
党
」
（
秘
密
結
社
）
を
つ
く
っ
て
い

た
。
第
2
節
で
は
、
こ
れ
ら
華
僑
の
な
か
で
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
治
と

の
関
係
で
、
植
民
統
治
に
く
み
こ
ま
れ
て
い
っ
た
「
英
語
派
」
の
指
導
者

と
中
国
の
伝
統
と
文
化
を
守
ろ
う
と
す
る
「
華
文
派
」
の
指
導
者
が
生
れ

た
と
す
る
。
他
方
、
中
国
の
政
治
変
動
と
の
関
係
で
今
世
紀
に
入
る
と
マ

ラ
ヤ
．
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
国
民
党
の
支
部
が
つ
く
ら
れ
、
一
九
二
〇
年
代

に
は
南
洋
共
産
党
（
の
ち
に
マ
ラ
ヤ
共
産
党
）
が
つ
く
ら
れ
た
．
こ
の
ほ

か
、
華
人
学
校
、
南
洋
総
工
会
（
の
ち
に
マ
ラ
ヤ
総
工
会
）
も
つ
く
ら
れ
、

華
人
社
会
内
部
の
階
層
分
化
や
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
対
立
も
生
れ
た
。
第
3
節

で
は
、
日
本
軍
政
下
で
抗
日
戦
線
を
組
織
し
た
マ
ラ
ヤ
共
産
党
が
華
人
社
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会
内
で
大
幅
に
支
持
を
拡
大
し
、
イ
ギ
リ
ス
の
植
民
地
支
配
の
復
活
の
の

ち
も
反
英
ゲ
リ
ラ
闘
争
を
続
け
、
一
九
四
八
年
マ
ラ
ヤ
は
内
戦
状
態
と
な

っ
た
。
こ
う
し
た
な
か
、
華
僑
の
「
英
語
派
」
の
指
導
者
と
マ
ラ
ヤ
総
督

ガ
ー
二
ー
の
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
に
よ
っ
て
一
九
四
九
年
一
月
、
マ
ラ
ヤ
華

人
協
会
（
M
C
A
）
が
結
成
さ
れ
た
．
こ
の
M
C
A
は
そ
の
組
織
化
を
進

め
る
過
程
で
、
「
華
文
派
」
指
導
者
の
協
力
も
と
り
つ
け
、
設
立
後
、
八

ケ
月
で
一
〇
万
三
〇
〇
〇
人
の
党
員
を
獲
得
し
、
華
僑
の
実
業
家
と
専
門

職
が
指
導
す
る
政
治
集
団
と
な
っ
た
．
第
4
節
で
は
、
こ
の
M
C
A
が
、

マ
レ
ー
人
の
コ
ミ
ュ
ナ
ル
な
利
益
を
守
る
た
め
に
一
九
四
六
年
に
つ
く
ら

れ
て
い
た
統
一
マ
レ
ー
人
国
民
組
織
（
U
M
N
O
）
と
一
九
五
二
年
に
U

M
N
O
”
M
C
A
連
合
を
つ
く
っ
て
、
同
年
の
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
市
議

会
議
員
選
挙
で
一
二
議
席
中
九
議
席
を
と
っ
て
勝
利
を
納
め
た
。
こ
の
U

M
N
O
”
M
C
A
連
合
を
中
心
に
対
英
交
渉
を
通
じ
て
マ
ラ
ヤ
連
邦
の
独

立
に
向
う
過
程
で
、
マ
レ
ー
人
の
特
権
を
守
ろ
う
と
す
る
U
M
N
O
に
対

し
て
、
M
C
A
の
内
部
で
は
、
U
M
N
O
と
の
妥
協
を
進
め
る
「
英
語
派
」

と
こ
れ
に
反
対
す
る
「
華
文
派
」
と
の
対
立
が
生
じ
た
．
こ
の
点
に
つ
い

て
、
筆
者
は
、
第
5
節
に
お
い
て
、
華
人
社
会
内
部
の
対
立
の
要
因
と
し

て
、
ω
　
政
治
的
オ
リ
エ
ソ
テ
ー
シ
ョ
ン
、
㈲
　
リ
ー
ダ
ー
間
お
よ
び
組

織
間
の
対
立
、
⑥
　
経
済
的
利
害
の
対
立
の
三
つ
を
挙
げ
て
い
る
．

　
第
2
章
で
は
、
　
一
九
五
七
年
八
月
二
七
日
に
施
行
さ
れ
た
』
九
五

七
年
マ
ラ
ヤ
連
邦
憲
法
」
が
民
族
間
の
「
取
り
引
き
」
の
産
物
と
し
て
成

立
し
た
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
第
1
節
で
、
同
憲
法
は
、
マ
レ
ー
人
の

特
権
を
認
め
た
も
の
で
あ
り
、
M
C
A
の
「
英
語
派
」
指
導
者
は
「
や
む

な
し
」
と
い
う
立
場
を
と
っ
た
と
す
る
。
こ
れ
に
対
し
、
「
華
文
派
」
は

マ
レ
ー
人
の
特
権
に
反
対
し
て
民
族
の
平
等
を
主
張
し
た
と
す
る
。
第
2

節
で
は
、
華
語
の
公
用
語
化
と
華
語
学
校
の
法
的
保
証
を
求
め
る
『
華
文

派
」
に
対
し
、
「
英
語
派
」
は
余
り
関
心
を
も
た
な
か
っ
た
と
し
て
い
る
。

第
3
節
で
は
、
市
民
権
条
項
に
お
い
て
華
僑
が
不
利
な
取
扱
い
を
う
け
て

い
る
と
し
て
い
る
．
第
4
節
で
は
、
不
利
な
市
民
権
条
項
の
た
め
華
人
の

政
治
参
加
が
制
約
さ
れ
て
い
る
と
し
て
い
る
。
第
5
節
の
結
語
に
お
い
て

は
、
こ
の
よ
う
に
華
人
に
不
利
な
条
項
を
含
む
マ
ラ
ヤ
憲
法
の
下
で
、
華

人
社
会
内
部
の
「
英
語
派
」
と
「
華
文
派
」
の
対
立
を
軸
に
マ
ラ
ヤ
の
華

人
政
治
が
動
い
て
ゆ
く
と
す
る
。

　
第
3
章
に
お
い
て
は
、
第
1
章
で
、
M
C
A
指
導
者
の
な
か
で
、
「
英

語
派
」
は
イ
ギ
リ
ス
植
民
地
政
府
お
よ
び
他
の
民
族
の
「
英
語
派
」
の
指

導
者
と
の
関
係
を
背
景
に
国
政
レ
ベ
ル
に
登
場
し
た
の
に
対
し
、
「
華
文

派
」
は
同
郷
お
よ
び
同
業
組
織
、
華
人
学
校
、
中
華
総
商
会
な
ど
既
存

の
華
人
組
織
の
指
導
者
と
し
て
政
治
的
地
位
を
高
め
て
き
た
と
す
る
。
第

2
節
で
は
、
一
九
五
八
年
三
月
の
M
C
A
中
央
総
会
で
の
執
行
部
選
挙
の

前
に
、
「
英
語
派
」
の
な
か
か
ら
「
改
革
派
」
を
名
の
る
グ
ル
ー
プ
が
つ

く
ら
れ
、
「
華
文
派
」
の
支
持
も
と
り
つ
け
て
，
同
選
挙
に
お
い
て
、
「
改

革
派
」
の
リ
ム
・
チ
ョ
ン
ユ
が
M
C
A
の
創
立
者
で
会
長
で
あ
っ
た
タ

ン
・
チ
エ
γ
ロ
ッ
ク
を
八
九
対
六
七
で
破
っ
て
会
長
に
な
っ
た
経
緯
に
触

れ
て
い
る
．
第
3
節
で
は
，
マ
レ
i
・
コ
ミ
ュ
ナ
リ
ズ
ム
を
批
判
し
、
M

C
A
へ
の
下
院
議
席
の
割
当
て
を
増
や
し
、
華
語
教
育
を
守
り
、
マ
レ
ー

人
の
特
権
の
現
状
維
持
を
求
め
た
リ
ム
・
チ
ョ
ン
ユ
の
U
M
N
O
総
裁
、

160



特別記事

マ
ラ
ヤ
連
邦
首
相
ト
ウ
ソ
ク
・
ア
ブ
ド
ウ
ル
・
ラ
ー
マ
ン
宛
て
書
簡
が
公

開
さ
れ
た
こ
と
で
、
U
M
N
O
と
M
C
A
と
の
対
立
が
顕
在
化
し
た
が
、

結
果
的
に
は
、
ラ
ー
マ
ン
と
リ
ム
の
会
談
で
妥
協
が
成
立
し
、
「
改
革
派
」

の
主
張
は
実
現
さ
れ
な
か
っ
た
．
そ
し
て
、
五
九
年
八
月
の
連
邦
下
院
議

員
選
挙
を
前
に
「
保
守
派
」
の
巻
き
返
し
に
あ
っ
て
リ
ム
・
チ
ョ
ン
ユ
は

M
C
A
会
長
を
辞
任
し
、
代
っ
て
，
「
保
守
派
」
の
タ
ン
・
シ
ュ
ウ
シ
ン

が
会
長
と
な
っ
た
。
第
4
節
で
は
，
こ
の
M
C
A
内
部
の
「
保
守
派
」
と

「
改
革
派
」
の
対
立
に
対
し
て
、
U
M
N
O
と
く
に
ラ
ー
マ
ン
が
介
入
し
、

前
者
が
M
C
A
主
流
の
立
場
に
戻
り
．
こ
の
M
C
A
と
U
M
N
O
が
協
力

を
続
け
て
ゆ
く
こ
と
に
な
っ
た
経
緯
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
第
5
節
の

結
語
で
は
、
こ
の
M
C
A
の
内
部
対
立
が
、
ω
　
華
人
社
会
の
分
裂
を
顕

在
化
さ
せ
、
㈲
　
M
C
A
を
華
人
の
利
益
の
一
部
を
代
表
す
る
政
党
へ
と

相
対
化
さ
せ
た
と
結
論
し
て
い
る
。

　
第
4
章
で
は
．
「
は
じ
め
に
」
で
、
華
人
社
会
は
、
M
C
A
の
保
守
派

指
導
者
を
中
心
に
U
M
N
O
と
の
協
力
を
維
持
し
よ
う
と
す
る
勢
力
と
M

C
A
に
挑
戦
す
る
革
新
勢
力
に
分
極
化
し
、
こ
の
対
立
が
六
〇
年
代
を
通

じ
て
先
鋭
化
し
て
い
っ
た
と
す
る
。
第
1
節
で
は
、
M
C
A
の
政
策
決
定

が
会
長
を
支
持
す
る
少
数
グ
ル
ー
プ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、
党
員
の
構
成
も

商
業
従
事
者
に
加
え
て
労
働
者
、
農
民
が
増
え
、
党
員
の
年
齢
も
若
返
り
、

「
華
文
派
」
の
党
員
が
増
え
た
こ
と
を
指
摘
す
る
．
第
2
節
で
は
、
M
C

A
の
保
守
派
指
導
者
が
、
U
M
N
O
と
の
ギ
ブ
・
ア
ン
ド
・
テ
イ
ク
の
関

係
を
維
持
し
、
マ
レ
ー
人
と
華
人
と
の
橋
渡
し
を
す
る
こ
と
を
そ
の
役
割

と
考
え
て
い
た
こ
と
を
紹
介
し
て
い
る
。
第
3
節
で
は
、
マ
ラ
ヤ
連
邦
独

立
後
の
経
済
政
策
の
策
定
に
当
っ
て
、
市
場
原
理
に
基
づ
く
自
由
主
義
経

済
を
推
進
し
た
の
が
M
C
A
の
指
導
者
で
あ
り
、
彼
等
が
大
蔵
・
通
産
両

大
臣
を
占
め
て
い
た
と
す
る
．
こ
の
レ
ヅ
セ
フ
ェ
ー
ル
の
下
で
六
〇
年
代

を
通
じ
て
華
人
の
経
済
は
順
調
に
発
達
し
、
と
く
に
華
人
資
本
家
・
経
営

者
層
が
豊
か
に
な
っ
た
．
そ
の
事
例
と
し
て
、
筆
者
は
、
ク
オ
ッ
ク
・
ブ

ラ
ザ
ー
ス
、
ホ
ン
・
リ
ヨ
ン
・
グ
ル
ー
プ
、
タ
ン
・
チ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ
、

U
M
W
グ
ル
ー
プ
な
ど
七
グ
ル
ー
プ
を
挙
げ
て
い
る
。
第
4
節
で
は
華
語

教
育
の
維
持
、
マ
レ
ー
語
の
公
用
語
化
に
対
す
る
対
応
、
華
人
教
育
の
た

め
の
独
立
大
学
の
設
立
と
い
う
三
つ
の
問
題
を
め
ぐ
っ
て
六
〇
年
代
に
華

人
社
会
が
分
裂
し
て
ゆ
く
過
程
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
第
5

節
の
結
語
に
お
い
て
、
ω
華
人
中
下
層
が
マ
ラ
ヤ
の
政
治
過
程
に
参
入

し
て
き
た
こ
と
、
ω
　
こ
れ
ら
中
下
層
に
は
、
「
華
文
派
」
下
層
を
中
心

と
し
た
共
産
主
義
者
か
ら
、
都
市
の
「
英
語
派
」
イ
ン
テ
リ
中
間
層
に
至

る
多
様
な
層
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
㈹
　
レ
ヅ
セ
フ
ェ
ー
ル
に
よ
っ
て

利
益
を
得
た
少
数
の
華
人
富
裕
層
と
、
言
語
・
教
育
問
題
に
不
満
を
も
つ

多
数
の
華
人
と
い
う
形
の
分
裂
が
生
ま
れ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
．

　
第
5
章
で
は
、
U
M
N
O
H
M
C
A
の
保
守
連
合
に
対
し
、
華
人
社
会

の
中
下
層
を
中
心
に
、
社
会
主
義
的
立
場
を
と
り
、
マ
レ
ー
人
と
の
協
調

を
め
ざ
す
野
党
活
動
が
展
開
さ
れ
た
な
か
で
．
六
〇
年
代
半
ば
ま
で
最
大

の
勢
力
を
も
っ
て
い
た
マ
ラ
ヤ
労
働
党
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
同
党
は
、

一
九
五
〇
年
代
始
め
イ
ギ
リ
ス
労
働
党
の
下
で
、
ペ
ナ
ン
、
イ
ポ
ー
．
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
マ
ラ
ッ
カ
な
ど
に
つ
く
ら
れ
た
労
働
党
が
、
一
九
五
四

年
六
月
に
マ
ラ
ヤ
労
働
党
と
し
て
ま
と
ま
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
．
同
党
は
、
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『
英
語
派
」
イ
ソ
テ
リ
中
間
層
の
指
導
の
下
で
一
九
五
五
年
七
月
の
マ
ラ

ヤ
連
邦
立
法
評
議
会
議
員
選
挙
に
候
補
を
た
て
た
が
敗
れ
、
党
勢
を
拡
大

す
る
た
め
に
、
「
華
文
派
」
中
下
層
の
支
持
を
得
る
と
と
も
に
、
五
七
年

八
月
に
は
、
マ
レ
！
人
左
翼
政
党
で
あ
る
マ
ラ
ヤ
人
民
党
と
連
合
し
て
、

マ
ラ
ヤ
人
民
社
会
主
義
戦
線
を
結
成
し
た
。
そ
し
て
、
五
九
年
の
マ
ラ
ヤ

連
邦
下
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
は
、
社
会
主
義
戦
線
と
し
て
三
八
人
の
候

補
を
た
て
、
八
人
が
当
選
し
た
が
、
こ
の
当
選
者
は
一
人
を
除
き
マ
ラ
ヤ

労
働
党
の
議
員
で
あ
っ
た
。
こ
の
結
果
を
う
け
て
同
党
の
指
導
部
も
「
英

語
派
」
か
ら
『
華
文
派
」
へ
と
移
り
、
党
の
路
線
も
急
進
化
し
て
ゆ
く
こ

と
に
な
っ
た
。
第
4
節
で
は
、
一
九
六
二
年
の
『
社
会
主
義
者
会
議
』
の

た
め
の
労
働
党
の
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ぺ
ー
パ
ー
に
お
い
て
同
党
は
植
民
地
主

義
の
遺
制
を
排
除
し
て
、
自
由
で
公
正
な
社
会
を
つ
く
る
こ
と
を
主
張
し

た
。
そ
し
て
、
一
九
六
一
年
の
マ
レ
ー
シ
ア
結
成
の
提
案
と
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
マ
レ
ー
シ
ア
対
決
が
進
む
な
か
で
、
マ
ラ
ヤ
労
働
党
は
、
マ
レ
ー
シ

ア
結
成
に
反
対
す
る
立
場
を
と
り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
マ
レ
ー
シ
ア
反
対

派
の
バ
リ
サ
ン
・
ソ
シ
ア
リ
ス
と
が
連
携
し
て
い
っ
た
。
こ
れ
ら
の
反
対

に
も
拘
ら
ず
一
九
六
三
年
九
月
に
マ
レ
ー
シ
ア
が
結
成
さ
れ
、
翌
六
四
年

四
月
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
な
っ
て
か
ら
最
初
の
連
邦
下
院
議
員
選
挙
が
行
わ

れ
た
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
に
反
対
し
た
マ
ラ
ヤ
労
働
党
は
二
議
席
を
と
る
に

留
ま
っ
た
。
そ
し
て
、
｝
九
六
六
年
一
月
、
マ
ラ
ヤ
人
民
党
と
の
社
会
主

義
路
線
を
解
消
し
た
同
党
は
、
「
華
文
派
」
指
導
者
の
下
で
急
進
化
し
、

毛
沢
東
主
義
に
基
づ
く
新
中
共
・
親
文
革
路
線
を
打
出
し
、
議
会
外
で
の

活
動
を
始
め
た
た
め
．
六
八
年
三
月
に
は
、
「
英
語
派
」
の
指
導
者
は
同

党
を
脱
退
し
、
同
党
は
急
進
派
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
も
の
と
な
っ
た
と

す
る
。

　
第
6
章
に
お
い
て
は
、
保
守
的
な
M
C
A
と
急
進
化
す
る
マ
ラ
ヤ
労
働

党
の
中
間
で
華
人
や
イ
ソ
ド
人
の
利
益
を
守
る
た
め
の
野
党
活
動
に
つ
い

て
述
べ
て
い
る
。
第
1
節
で
は
、
｝
九
五
三
年
㎝
月
、
ペ
ラ
州
の
セ
イ
・

ン
系
タ
ミ
ル
人
の
弁
護
士
の
シ
ー
ニ
ヴ
ァ
サ
ガ
ム
兄
弟
が
結
成
し
た
人
民

進
歩
党
（
P
P
P
）
と
一
九
六
二
年
四
年
に
M
C
A
の
「
改
革
派
」
の
指

導
者
で
あ
っ
た
リ
ム
・
チ
ョ
ン
ユ
が
M
C
A
を
脱
退
し
て
結
成
し
た
統
一

民
主
党
（
U
D
P
）
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
、
そ
の
影
響
は
、

地
域
的
に
ペ
ラ
州
、
ペ
ナ
ン
州
に
そ
れ
ぞ
れ
局
限
さ
れ
て
い
た
と
し
て
い

る
。
第
2
節
で
は
、
一
九
六
三
年
九
月
の
マ
レ
ー
シ
ア
に
加
入
し
た
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
人
民
行
動
党
（
P
A
P
）
が
六
四
年
の
下
院
議
員
選
挙
に
お

い
て
立
候
補
者
を
た
て
、
「
マ
レ
ー
シ
ア
人
の
た
め
の
マ
レ
ー
シ
ア
」
と

い
う
ス
・
ー
ガ
ソ
を
掲
げ
て
選
挙
運
動
を
行
っ
た
た
め
に
U
M
N
O
と
に

間
で
激
し
い
対
立
を
呼
び
起
し
．
翌
六
五
年
八
月
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
マ

レ
！
シ
ア
か
ら
の
分
離
独
立
に
つ
な
が
っ
た
と
し
て
い
る
。
第
3
節
で

は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
分
離
の
の
ち
、
P
A
P
は
六
六
年
三
月
民
主
行
動

党
（
D
A
P
）
と
改
称
し
て
マ
レ
ー
シ
ア
で
活
動
を
続
け
、
六
七
年
七
月

に
は
、
「
ス
タ
パ
ツ
宣
言
」
に
お
い
て
、
民
族
間
の
平
等
と
社
会
的
、
経
済

的
公
正
の
実
現
を
め
ざ
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
つ
い
で
、

マ
ラ
ヤ
労
働
党
を
脱
退
し
た
「
英
語
派
」
指
導
者
の
タ
ン
・
チ
ー
ク
ン
と

U
D
P
を
発
展
的
に
解
消
し
た
リ
ム
・
チ
ョ
ン
ユ
が
マ
ラ
ヤ
大
の
ワ
ン
・

グ
ソ
ウ
ー
、
サ
イ
ド
・
フ
セ
イ
ン
・
ア
ラ
タ
ス
教
授
ら
と
協
力
し
て
六
八
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年
三
月
に
結
成
し
た
グ
ラ
カ
ン
が
議
会
制
民
主
主
義
、
社
会
主
義
的
経
済

政
策
、
多
民
族
協
調
主
義
の
三
大
方
針
に
基
づ
い
て
活
動
を
開
始
し
た
と

し
て
い
る
。
第
4
節
で
は
、
マ
ラ
ヤ
労
働
党
、
P
P
P
、
D
A
P
、
U
D

P
、
グ
ラ
カ
ン
な
ど
野
党
間
の
協
調
と
対
立
に
つ
い
て
ふ
れ
て
い
る
．
そ

し
て
、
第
5
節
に
お
い
て
は
、
一
九
六
九
年
五
月
一
〇
日
の
下
院
議
員
選

挙
に
お
い
て
、
与
党
の
マ
ラ
ヤ
連
盟
党
が
八
九
議
席
か
ら
六
六
議
席
に
減

り
、
と
く
に
M
C
A
が
二
七
か
ら
二
一
匠
減
っ
た
こ
と
、
D
A
P
、
グ
ラ

カ
ン
が
議
席
を
大
き
く
伸
ば
し
た
こ
と
、
州
議
会
議
員
選
挙
に
お
い
て
も
、

連
盟
党
が
二
四
一
議
席
か
ら
一
六
一
議
席
へ
と
激
減
し
た
こ
と
に
よ
っ
て

U
M
N
O
”
M
C
A
連
合
に
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
た
こ
と
で
結
ん
で

い
る
。

　
第
7
章
で
は
、
こ
の
選
挙
の
三
日
後
に
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
起
っ
た

「
人
種
暴
動
」
を
と
り
あ
げ
、
第
1
節
で
．
そ
の
原
因
に
つ
い
て
考
察
し

て
い
る
。
第
1
に
選
挙
の
結
果
、
連
邦
下
院
お
よ
び
州
議
会
の
双
方
に
お

い
て
、
野
党
の
め
ざ
ま
し
い
進
出
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
バ
ワ
ー
・
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
始
め
た
こ
と
で
あ
る
。
第
二
に
、
選
挙
二
日
後
の
一
二
日

以
降
、
野
党
の
D
A
P
、
グ
ラ
カ
ソ
の
勝
利
を
祝
う
華
人
青
年
が
街
頭
で

の
活
動
を
活
発
化
さ
せ
て
き
た
こ
と
で
あ
る
。
第
三
に
、
与
党
の
M
C
A

が
選
挙
の
敗
北
の
責
任
を
と
っ
て
、
連
邦
政
府
、
州
政
府
の
す
べ
て
の
閣

僚
職
か
ら
の
辞
任
を
決
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
第
四
に
、
こ
の
よ
う
な
動

き
に
対
し
て
、
U
M
N
O
を
支
持
す
る
マ
レ
ー
人
青
年
が
同
党
の
権
力
維

持
の
た
め
に
立
上
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
て
、
五
月
二
二
日
に
ク
ア

ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
起
っ
た
「
人
種
暴
動
」
は
一
日
で
収
っ
た
が
、
政
府
発

表
に
よ
っ
て
も
死
者
一
九
六
人
、
負
傷
者
四
三
九
人
の
犠
牲
者
を
出
す
流

血
の
惨
事
で
あ
っ
た
．
こ
の
事
件
に
つ
い
て
、
五
ヶ
月
後
に
出
さ
れ
た
政

治
白
書
は
、
事
件
の
原
因
を
マ
ラ
ヤ
共
産
党
、
華
人
の
過
激
な
コ
ミ
ュ
ナ

リ
ス
ト
、
華
人
の
秘
密
結
社
に
あ
る
と
し
た
。
ラ
ー
マ
ン
首
相
も
、
マ
ラ

ヤ
共
産
党
の
影
響
を
う
け
た
華
人
の
過
激
な
運
動
だ
と
し
た
。
こ
れ
に
対

し
、
華
人
側
は
見
解
を
全
く
異
に
し
、
U
M
N
O
過
激
派
に
よ
る
デ
モ
行

動
が
事
件
の
直
接
の
引
金
で
あ
っ
た
と
み
た
。
と
く
に
、
事
件
の
過
程
で
、

マ
レ
ー
人
の
軍
・
警
察
が
華
人
に
発
砲
し
て
、
死
者
、
負
傷
者
の
双
方
で
、

華
人
が
そ
れ
ぞ
れ
七
三
％
、
六
一
・
五
％
と
多
数
を
占
め
て
い
た
こ
と
か

ら
、
華
人
の
中
に
「
軍
・
警
察
”
マ
レ
ー
人
」
と
い
う
恐
怖
を
ま
き
起
し

た
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
暴
動
の
結
果
、
マ
レ
ー
人
与
党
の
U
M

N
O
の
な
か
で
は
華
人
系
野
党
に
強
硬
な
立
場
を
と
る
急
進
派
が
台
頭
し
、

こ
れ
ま
で
の
レ
セ
フ
エ
ー
ル
の
経
済
政
策
に
代
わ
っ
て
政
府
の
介
入
を
強

め
る
方
向
が
強
化
さ
れ
、
七
〇
年
代
以
降
の
、
マ
レ
ー
人
優
先
の
「
ブ
ミ

プ
ト
ラ
政
策
」
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
華
人
側

は
、
ω
　
事
件
の
処
理
に
当
っ
た
マ
レ
ー
人
の
軍
・
警
察
へ
の
恐
怖
、
㈹

華
人
系
野
党
の
指
導
者
の
逮
捕
、
⑥
　
民
族
間
題
に
つ
い
て
の
公
的
議
論

の
禁
止
、
な
ど
の
た
め
に
急
速
に
政
治
離
れ
を
起
す
こ
と
に
な
っ
た
。
そ

し
て
、
与
党
の
一
部
を
構
成
し
て
き
た
M
C
A
の
力
は
弱
ま
り
、
華
人
系

野
党
も
D
A
P
を
除
き
、
反
体
制
的
ス
タ
ン
ス
を
取
り
下
げ
て
U
M
N
O

と
の
妥
協
の
方
向
に
向
か
わ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
と
す
る
。

　
第
8
章
の
結
論
に
お
い
て
著
者
は
、
一
九
五
七
年
の
マ
ラ
ヤ
連
邦
の
独

立
か
ら
一
九
六
九
年
の
「
人
種
暴
動
』
に
至
る
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
社
会
の
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政
治
過
程
分
析
を
通
じ
て
、
M
C
A
と
U
M
N
O
の
連
盟
党
が
、
当
初
マ

レ
ー
人
と
華
人
の
上
層
の
間
の
妥
協
に
よ
る
「
多
極
共
存
型
の
デ
モ
ク
ラ

シ
ー
』
の
形
を
と
っ
て
い
た
が
、
六
〇
年
代
に
、
華
人
の
中
下
層
が
政
治

参
加
を
拡
大
し
た
結
果
こ
の
体
制
が
崩
れ
始
め
た
。
そ
し
て
、
六
〇
年
代

を
通
じ
て
、
華
人
中
下
層
は
、
ω
　
「
英
語
派
」
イ
ン
テ
リ
中
間
層
を
中

心
に
、
民
主
社
会
主
義
思
想
に
基
づ
い
て
民
族
間
の
平
等
を
主
張
す
る
運

動
（
そ
の
代
表
は
グ
ラ
カ
ン
）
と
、
㈲
　
「
華
文
派
」
中
下
層
を
中
心
に
、

華
人
の
権
利
の
拡
大
を
要
求
し
急
進
化
す
る
運
動
（
そ
の
代
表
は
D
A
P
）

と
が
展
開
さ
れ
、
M
C
A
に
対
し
て
野
党
を
形
成
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ

ら
野
党
も
、
①
　
「
英
語
派
」
と
「
華
文
派
」
の
路
線
対
立
、
㈹
　
支
持

基
盤
の
地
域
的
分
布
、
⑥
　
指
導
者
間
の
主
導
権
争
い
な
ど
の
た
め
に
野

党
と
し
て
ま
と
ま
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
に
も
拘
ら
ず
華
人
系
野
党
の
力

が
伸
び
、
一
九
六
九
年
五
月
一
〇
目
選
挙
に
お
い
て
議
席
を
拡
大
さ
せ
た

こ
と
は
、
マ
レ
ー
人
社
会
に
危
機
感
を
与
え
、
「
人
種
暴
動
」
事
件
を
経

て
、
マ
レ
ー
人
優
位
の
政
治
的
再
編
が
進
む
こ
と
に
な
っ
た
と
結
論
し
て

い
る
。

　
な
お
．
各
章
に
は
必
要
な
注
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
巻
末
に
、
多

数
の
文
献
目
録
が
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
著
者
が
可
能
な
限
り
の
文
献
を
参

照
し
た
こ
と
が
分
る
。

三
　
成
果
と
今
後
の
課
題

本
論
文
は
、
前
世
紀
前
半
か
ら
三
つ
の
時
期
に
分
れ
て
中
国
南
部
か
ら

マ
ラ
ヤ
に
労
働
力
と
し
て
流
入
し
た
華
僑
が
、
イ
ギ
リ
ス
植
民
統
治
下
の

移
民
の
時
代
を
経
て
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
「
マ
ラ
ヤ
の
華
人
」
と
し

て
定
着
す
る
よ
う
に
な
り
、
マ
ラ
ヤ
の
独
立
に
向
う
過
程
で
政
治
集
団
を

つ
く
っ
て
積
極
的
に
政
治
に
参
加
し
て
独
立
の
一
翼
を
担
い
、
独
立
後
、

多
様
な
政
治
集
団
を
形
成
し
て
マ
ラ
ヤ
、
そ
の
後
マ
レ
！
シ
ア
の
政
治
を

活
性
化
さ
せ
た
政
治
過
程
に
つ
い
て
分
析
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
成
果
と
し
て
次
の
よ
う
な
諸
点
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

　
ω
　
イ
ギ
リ
ス
植
民
統
治
下
に
お
い
て
英
語
を
学
び
、
そ
の
植
民
地
行

政
に
く
み
こ
ま
れ
た
「
英
語
派
」
と
中
国
の
伝
統
と
文
化
を
守
ろ
う
と
す

る
「
華
文
派
」
と
が
つ
く
ら
れ
、
今
日
ま
で
こ
の
二
つ
の
流
れ
が
華
人
社

会
を
貫
い
て
き
て
い
る
こ
と
。

　
㈲
　
第
二
次
世
界
大
戦
後
に
、
「
英
語
派
」
指
導
者
を
中
心
に
M
C
A

が
つ
く
ら
れ
、
U
M
N
O
と
連
合
し
て
マ
ラ
ヤ
連
盟
党
を
つ
く
り
、
マ
ラ

ヤ
連
邦
の
独
立
の
一
翼
を
担
っ
た
こ
と
。

　
⑥
　
こ
の
M
C
A
に
．
「
華
文
派
」
の
党
員
が
増
え
た
た
め
、
同
党
内
部

に
お
い
て
、
U
M
N
O
と
の
妥
協
を
「
や
む
な
し
」
と
す
る
「
英
語
派
」

と
、
華
人
の
平
等
な
権
利
を
要
求
す
る
「
華
文
派
』
と
の
対
立
が
生
れ
た

こ
と
。

　
㈲
　
こ
う
し
た
な
か
で
、
M
C
A
の
「
英
語
派
」
の
な
か
か
ら
華
人
の

権
利
の
拡
大
を
求
め
る
「
改
革
派
」
が
生
れ
、
「
華
文
派
」
と
組
ん
で
党
の

指
導
権
を
握
っ
た
が
、
U
M
N
O
の
圧
力
の
下
で
「
改
革
派
」
の
要
求
が

斥
け
ら
れ
、
「
保
守
派
」
が
再
び
党
の
指
導
権
を
握
っ
た
こ
と
。

　
⑥
　
こ
の
よ
う
な
M
C
A
の
保
守
化
に
対
し
て
、
「
華
文
派
」
の
華
人

中
下
層
を
中
心
に
五
〇
年
代
か
ら
六
〇
年
代
を
通
じ
て
マ
ラ
ヤ
労
働
党
、
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人
民
進
歩
党
、
統
一
民
主
党
、
人
民
行
動
党
（
そ
の
後
　
民
主
行
動
党
）
、

グ
ラ
カ
ン
と
い
っ
た
多
数
の
華
人
系
野
党
（
イ
ソ
ド
も
協
力
）
が
つ
く
ら

れ
、
M
C
A
に
対
し
て
活
発
な
野
党
活
動
を
展
開
し
た
こ
と
．

　
⑥
　
一
九
六
九
年
五
月
一
〇
日
選
挙
に
お
け
る
華
人
系
野
党
の
進
出
と

こ
れ
を
抑
え
よ
う
と
す
る
U
M
N
O
と
の
対
立
を
背
景
に
起
っ
た
「
人
種

暴
動
」
に
つ
い
て
詳
細
な
検
討
と
分
析
を
行
な
い
、
こ
の
「
人
種
暴
動
」
に

お
い
て
、
『
軍
・
警
察
”
マ
レ
ー
人
」
と
い
う
こ
と
が
表
面
化
し
た
た
め
、

華
人
側
の
抱
い
た
恐
怖
が
華
人
の
政
治
離
れ
を
起
し
、
七
〇
年
代
の
U
M

N
O
の
主
導
に
よ
る
マ
レ
ー
人
優
先
原
理
に
基
づ
く
政
治
再
編
を
も
た
ら

す
に
至
っ
た
こ
と
、
な
ど
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
本
論
文
は
、
多
民
族
国
家
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
華
人
政

治
に
焦
点
を
あ
て
て
、
華
人
社
会
の
『
英
語
派
」
“
上
層
”
保
守
派
”
M

C
A
“
U
M
N
O
と
の
協
力
と
い
う
潮
流
に
対
し
て
、
「
華
文
派
」
“
中

下
層
目
革
新
派
”
野
党
”
U
M
N
O
と
の
対
立
と
い
う
潮
流
の
二
つ
の
対

立
の
図
式
と
そ
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
華
人
政
治
を
歴
史
的
・
構

造
的
に
分
析
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
政
治
研
究
に
新
し
い

大
き
な
貢
献
を
も
た
ら
し
た
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
ぎ
る
。

　
最
後
に
本
論
文
に
残
さ
れ
た
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
く
。

　
ω
　
多
民
族
国
家
マ
レ
ー
シ
ア
の
な
か
の
華
人
政
治
を
と
り
あ
げ
た
研

究
で
あ
る
の
で
、
著
者
の
留
学
体
験
を
ふ
ま
え
て
、
マ
レ
ー
人
と
華
人
の

間
の
宗
教
、
文
化
、
価
値
観
、
生
活
様
式
な
ど
の
違
い
や
相
互
認
識
な
ど

に
つ
い
て
、
ま
た
マ
レ
i
人
側
の
華
人
に
対
す
る
政
治
的
対
応
に
つ
い
て
．

も
う
少
し
つ
っ
こ
ん
だ
分
析
が
期
待
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
華
人
・
マ

レ
ー
人
側
双
方
を
含
む
政
治
過
程
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
が
よ
り
明
白
に
さ
れ

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　
ω
　
華
人
社
会
の
研
究
で
あ
る
の
で
、
報
の
規
制
は
崩
れ
て
き
て
い
る

と
は
い
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
華
人
政
党
に
お
け
る
轄
の
分
布
と
の
関
連
に
つ

い
て
分
析
す
れ
ば
、
よ
り
興
味
深
い
も
の
と
な
る
。
ま
た
華
人
政
治
を
考

え
る
場
合
、
移
民
の
時
期
や
世
代
や
居
住
地
や
職
業
の
違
い
な
ど
が
ど
の

よ
う
な
影
響
を
与
え
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
も
興
味
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
⑥
さ
ら
に
今
後
の
課
題
と
し
て
、
「
人
種
暴
動
」
後
の
マ
レ
ー
人
優

先
の
ブ
ミ
プ
ト
ラ
政
策
の
下
で
U
M
N
O
指
導
の
政
党
再
編
成
が
進
め
ら

れ
た
な
か
で
、
華
人
政
党
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
て
い
っ
た
か
に
つ
い
て
、

七
〇
年
代
か
ら
今
日
ま
で
二
〇
年
間
の
華
人
政
治
の
研
究
の
継
続
を
期
待

し
た
い
。

　
⑥
　
そ
の
際
に
、
政
治
学
、
社
会
学
を
中
心
に
近
年
活
発
に
展
開
さ
れ

て
い
る
民
族
、
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
研
究
の
概
念
や
考
え
方
を
積
極
的
に
利

用
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
．
先
進
国
で
専
ら
発
達
し
た

こ
れ
ら
の
研
究
の
発
展
途
上
国
へ
の
適
応
性
の
検
証
、
反
証
に
大
き
な
貢

献
を
な
し
う
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
．
本
研
究
は
単
に
マ
レ
ー
シ
ア
の
多
文

化
社
会
の
政
治
過
程
を
明
ら
か
に
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
学
問
的
に
よ
り

大
き
な
成
果
に
つ
な
が
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

四
　
総
合
評
価

　
金
子
芳
樹
君
が
提
出
し
た
学
位
請
求
論
文
「
現
代
マ
レ
ー
シ
ア
華
人
政

治
の
構
造
と
動
態
」
は
、
多
民
族
国
家
マ
レ
ー
シ
ア
に
お
け
る
マ
イ
ノ
リ
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テ
ィ
の
華
人
政
治
に
焦
点
を
あ
て
て
、
移
民
か
ら
「
マ
ラ
ヤ
の
華
人
」
と

な
り
、
マ
ラ
ヤ
の
独
立
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
の
成
立
を
経
て
、
一
九
六
九
年

の
「
人
種
対
立
」
事
件
に
至
る
ま
で
の
与
野
党
に
わ
た
る
華
人
の
政
党
政

治
が
つ
く
り
だ
し
た
政
治
過
程
を
歴
史
的
、
構
造
的
に
分
析
し
た
も
の
で
、

わ
が
国
の
マ
レ
ー
シ
ア
政
治
研
究
に
新
し
い
分
野
を
つ
け
加
え
た
も
の
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
先
に
述
べ
た
ご
と
く
今
後
に
な
お
い
く
つ
か
の
研

究
課
題
を
残
し
て
は
い
る
が
、
華
人
政
治
の
立
場
か
ら
マ
レ
ー
シ
ア
政
治

の
二
〇
年
に
わ
た
る
構
造
と
変
動
を
見
事
に
明
ら
か
に
し
た
本
論
文
の
成

果
を
評
価
し
て
、
同
君
に
法
学
博
士
（
慶
鷹
義
塾
大
学
）
の
学
位
を
授
与

す
る
の
を
適
当
と
認
め
る
も
の
で
あ
る
．

　
　
平
成
四
年
七
月
八
目

　
主
査
　
慶
感
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
法
学
博
士
　
　
松
本
　
三
郎

　
副
査
　
鰯
協
大
学
法
学
部
教
授
　
　
　
　
法
学
博
士
　
　
萩
原
　
宜
之

　
副
査
　
慶
感
義
塾
大
学
法
学
部
教
授
　
　
社
会
学
博
士
　
関
根
政
美
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